
.................、,...... ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::, 

紹介

『カフカズ考古学資料』

雪嶋宏

:: :: :: :: :: :: ::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ::: :: :: :: ::: :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::·• 

1 はじめに

昭和54年度早稲田大学図書館は帝

国モスクワ考古学会刊『カフカズ考古

学資料 (MarepHaJibIno apxeoJIOrHH 

KaBK邸 a,co6paHHbie 3Kcne;i: 皿⑬MH 

YIMneparopcKoro MocKOBCKoro ap・

xeoJior皿 ecKoroo6merna. 以下

MAKと略）』第 1-14号 (1888-1916.

第14号は55年度購入）を購入した〔諮

求番号 AK  4339 (1-14)〕。 MAKは

すでに我が国でも角田文衛博士により

言及されているが ll, 全巻揃っている

図書館等をいまだ耳にしていない。本

稲をその紹介とする。

II 帝国モスクワ考古学会

とカフカズ

MAKを刊行した帝国モスクワ考

MATEPIAJ!bl 

AFXEO』armKABRA3l 
___  ... ロバ道砿血....._,,,, 血•叩...--—............. 棗E●,.,m, __  

ui.n>≪'b 1 

凌

'"""' "--~·-·· ·、一..., 心....., ... .. ,,-

墨＇

第 1号表題紙

古学会 (11MrrepaTopcKoeMocKoscKoe apxeoJiornqec1rne 06山eCTBO)は1864

年 A.C.ウヴァ ーロフ（咋 apos,AJieKcer1 Ceprees11'l. 1825-1884)と IT.C. ゥ

ヴァーロ ヴァ (Ysaposa,ITparnos訊 CepreesHa.1840-1924)夫妻の指磁のもと

に設立された。当時ロシアではバル ト3国とオデッサ等で若干の考古学会がすでに

活動していた。また，首都ペテルプルグにも1846年帝国 ロシア考古学会 (11Mrrepa-

TopcKoe PyccKoe apxeoJior皿 ecKoe06山eCTBO) が創設され，黒海沿岸，中部
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ロシア，ペテルプルグ，ノヴゴロドの諸地方をフィールドと していた。会員には

A.cf). プィチコフ(6卵 KOB), 11. 11. トルス トイ CToJicToti), s. r. ドルゥジィニソ
（八PY)KllHl!H), 6. 8. ファルマコフスキィ ((f)apMa!(OBCK雌）等がいた。 1859年には

帝国考古学委員会 (11MrrepaTOprn邸 apxeoJior皿ecKa只 KOMl!CC皿）が発足し，

全ロシアの考古学の指導機関となった。その機関誌 ≪o四 eTbl≫ は1859-1915年ま

での考古学報告を含み，今日でも重要な資料である。

こう した考古学形成期に発足した帝国モスクワ考古学会は，A. C. ウヴァ ーロ

フを会長に，MAK執筆者や 几 H.アヌーチ‘ノ(Atty暉 H,八Ml!Tp雌 HHKOJiaes耶 ．

1843-1945) 8. A. ゴロツォフ (fopO.L¥l.lOB,BaCl!JI雌 AJieKceesHtJ.1860-1945)等

を会員にして，学会誌と して1865年以来ロシア革命前年の1916年まで≪I(peBHOCTI!.

Tpy.L¥hI MocKoscKoro apxeoJior耶 ec1rnro06山eCTBa))全25巻を継続刊行した。そ

して研究対象地域を中部ロシアとカフカズに求め，調査発掘を行った。また，A.C. 

ウヴァー ロフは1869年以来全露考古学会議 (BcepocrnticK雌 apxeoJior皿ecK雌

C訳 3.L¥)を開催し，帝国モスクワ考古学会をその中央機関とした2)。

一方，カ フカズでは1873年ティフ リス（現ト ビリシ）にカフカズ考古学愛好者

協会 (06山ecTBOJIIO紐 TeJietiKaBKa3CKOH apxeOJIOrllll)が誕生し， ≪3arrHCKH≫

≪113BeCTI! 只≫ を 1881年まで続けた。 この頃， 1869年北オセチアのヴェルフニィ ・

コバーン村（旧 ayJIBepxH月51Ko6aHb, 現 ceJI.BepxHHH Ko6aH) で偶然に青

銅製品が発見された。また， グルジアでは1860年代初頭より古代グルジアの首都ム

ツヘタが考古学的に調査され，70年代に入って，オース トリアの自然科学者 F.バ

イエルソ (Bayern,Friedrich)の指母のもとにムツヘク北側のサムクヴロ墓地の一

部が発掘された。 こうして，1881年ティフリスで開催された第5回全露考古学会議

はカフカズ考古学に大きな役割を果した。会議に先立つ1879年その準備委員会を組

織し，中央カフ カズ山岳地帯の調査発掘を行った。会議での議長ウヴァ ーロ フの発

表はカフカズ考古学の基礎として今日でも高く評価されている3)。 これを契期にカ

フカズ各地方で考古学熱が高まり ，8.11. ドルベジェフ(I(oJI6e)KeB)の如き素人な

がら広範な研究を行う者が登場したことは見逃せない。

ウヴァ ーロ フの死後，夫人ウヴァ ーロヴァが学会会長を務め，自らカフカズを

数度に亘り調査し， MAK中最も評価の高い第8号『北カフカズの墓地 (MornJih・

Hl!K Cesepttoro KaBK邸 a)』(1900)を執筆， 1902年にはティフリスからカフカズ

博物館（現グルジア国立博物館）所蔵資料集『カフカズ博物館コ レクショ` ノ (KOJI・

JieKl.lllll KasKa3cKoro My3eH)』第5巻に「考古学 (ApxeoJI誼幻」を発表した。

そして，1901年には彼女の創意で帝国モスクワ考古学会カ フカズ支部をティフ リス

に設置し， ((113BeCTI!只≫ 第 1-6号 (1904-1921)を刊行した。モスクワの本部はロ

シア革命期に活動を停止したが，カスカズ支部は1921年まで存続し， ザカフカズィ

二考古学の中心として活動した。
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『カフカズ考古学毀料』

カフカズ考古学を推進した帝国モスクワ考古学会は1886年から1910年前後まで

カフカズを調査した。その報告書が MAKであった。第 1号の「編集部より」には

この調査目的がキリスト教関係諸造跡， ビザンツ関係美術品，青銅製品等の考古学

資料の調査確認研究にあることが述べられている。

以下各巻にわたり，内容を詳述してみる。

III MAK, BhIU. 1-14. 

Bhm. I. MHJIJiep, BceBoJio八 ¢eJlopoB耶. TepCKaH 06JiaCTb; 

apxeoJior耶 ec皿 e3KCKypcHH. MocKBa, A. I1. MaMOHTOB, 1888. 

v, ii, 134 CTp., 26 Ta6JI., Kaprn, 36 CM. 

著者 B.<!>.ミッレル (1848-1913)はオセチア学の父として著名である。 1879年

以来オセチア語研究を行い，オセチア人の言語・民間伝承・ 宗教・歴史・民族学の

今日的基礎を築いた。主著『オセチア研究 (OcernttcK11e3TI0,1l.bI, 11. 1-3)』(Mo-

CKBa, 1881-1887) はオセチア学の最も基本的文献と して今日でもその価値を失っ

ていない 4)。彼はカフカズを1879,80, 81, 83, 86年の 5回訪れている。最後の1886

年の調査報告が本号である。 1897年からモスクワのラーザレフスキィ東洋諸言語学

院（モスクワ東洋学研究所の前身）の学院長に就任， 1911年にはアカデミー会員に

選ばれた 6)0 

本号は上記のように B.中．ミ ッレルが1886年6-7月ヴラジカフカズ（現北オセ

チア自治共和国首都オルジョニキゼ）を中心に，東はチェチェン地方南西山岳部，

西はカバルダ地方山岳部のバ クサ‘ノ村までの中央カフカズ山岳地帯で行った調査報

告である。調査ルートは巻末地図に朱記され，本文も調査ルート順に構成されてい

る。

1-42頁では今日のチニチニノーイソグシ自治共和国南西部山岳地帯のキリスト

教会址•石造塔・埋葬址等の調査である。 1969年に初めて発掘された Txa6a-Ep,ll.bI

教会立 1975年に発掘された AJI611-Ep,1J.bI教会 7)が報告されている。埋葬址では，

地上式埋葬 (Kalli)と地下式埋葬（石棺墓）とに分類。石造塔を平屋根のものと方錘

形屋根に分け， グルジア起源の建築技術であるとしている B¥

43-69頁は北オセチア南東部山岳地帯のフィアグドソ川とキゼリドソJIIに沿っ

た渓谷でのキリスト教会址・墓地・石造塔の調査である。特に聖域(P.3yap)に変化

した教会址，サニバ村北の石棺墓群 (6基発掘）， 3anna,1J.3'と呼ばれる地上式埋葬

に言及している。また，以前に調査されたツェイ渓谷のレコム寺院，カサリ渓谷の

聖ウァステルジ教会に触れている。

70-91頁では北オセチア西部ウルフ川から現カバルディノーバルカル自治共和国
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のバクサ｀ノ川までの山岳部に残る同様な追跡を調査。チェゲム川上流の墓地，チェ

レク川上流のアバエフ家の石造塔，パクサン川右岸の現プィルィム村近郊の墓地等

に言及している。

92-123頁では後2地方調査の結論として，墓地出土の青銅製品をコバーソ文化

の伝統を引きつぐ中世アラソ人に帰屈させてしまった。全体を通じオセチアの民間

伝承を盟富に織込み別な方面の興味をも引いている。

E. YI. クループノフは結論の誤謬を指摘しつつも， 本号がカフカズにおけるス

キタイ ーカフカズ関係の最初の資料集であるとその意義を認めている9¥

Bbm. IL CH30B, BJia皿IMHpHJib皿 BocTo叩 oerro6epe)l<be 

LJepHoro Mop只； apxeoJior耶 ec皿 ec>KcKyprnH. Moc1rna, A. 11. 

Ma:vtOHTOB, 1889. 182 CTp., 26巾OTO.,13 Ta6JI., 36 CM. 

著者 B.11.、ンゾーフ (1840-1904)は A.C. ウヴァーロフ等と共にモスクワ歴

史博物誼創設に加っている。 1881年から死に至るまで同博物誼研究員として活躍，

特にスラヴーロシア考古学研究に従事した。 1881-90年モスクワ郊外のディヤコヴ

ォ村のゴロディシチェを発掘ディヤコヴォ文化の存在を提起した。

シゾーフはカフカズ考古学の専門家ではなかったが， 1886年6-8月 H.B.ニキ

ーチ ソ(HI1Kl1Tl1H)と共に黒海東岸アフ・ハジアのスフーミまで追跡確認の調査を行

った。

本号 1-8頁は，ノ ヴォロシィスクからスフーミまでの道中の造跡の記録である。

9-39頁ではスフ ーミ市でのトレンチ発掘が述べられ， 出土資料を13-15世紀に

比定， グルジア芸術の影密を指摘している。

40-55頁では古代ギリシア都市ディオスキュロスの位置を確認し，その歴史的

変遷を跡付けている。

56-70頁。 ノヴォロツォスクヘ帰還し， 南方ゲレンジィク市までに見られるド

ルメソの若干を発掘し，新石器時代に比定している 10)0 

71-117頁ではノヴォロシィスク北側のツェメッス カヤ盆地，ナトゥハイスカヤ

村， ラニフスカヤ村等のクルガソとノガイ＝カレ・ゴロディシチェの調査が報告され

ている。

118-173頁は上記ノヴォロシィスク周辺の諸遺跡の考察である。追跡は「新石

器時代」からキプチャク＝ハ ソ国時代までに渡り，その埋葬儀礼を詳しく述べてい

る11¥

Bbm. III. Xp11crnaHCK11e rraM只THHKH; HCCJI紐 OBaH皿 A.M.

DaBJIHHOBa, B. <t>. M11JIJiepa 11 X. 11. Ky'lyK-l1oaHec0Ba. Moc1rna, 

A. 11. Ma:vioHTOB, 1893. 134 crp., 66 ra6JI., 36 cM. 
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『カフカズ考古学只料』

本号は上記3人の著者による 3部分からなる。 1-91頁の著者 A.M.パヴ リノフ

(IlaBJIHHOB, A肛 pei1MHxai1Jios. 1852—?)は建築学を学んだ後， ロシアの美術史

資料を収集するためロツア中を旅し，古い修道院やその調度品を記録した。帝国モ

スクワ考古学会員となってからは古代追跡の研究を進め，教会建築と古代美術史を

専門と した。また，い くつかの博物館をも設計している。

本号 1-7頁で彼は 1888年の調査旅行の概要を説明している。それによれば，

調査Iレートは，アプハジアのスフーミから南方のドラソダ，その東方モクヴィ，イ

ロリ ，10-12世紀創建のベディアの教会，西部グルジアの中心地クタイシの大教会，

その近郊のマルトヴィリスキィ修道院，アジャリアではチォロフ川沿いに南下，現

トルコ領アルトヴィ｀ノまで達し，ママツミソダ，スヴェティ，オヒ゜ズ， トベティと

訪問した。また，アジャ リア地方の木造モスク 3ヶ所をも紹介している。さらに，

アゼルバイジャソの首都バク ーまで行き，ティム ール朝時代の宮殿址 2ヶ所とジュ

マ寺院を調査した。後者の壁に見られたアラビア語とペルシア語碑文7点の解説も

含めている。

彼は調査の結論と してカフカズのキリスト教会建築を①ク ーボールを有すもの

(6-8世紀）②クーポールとバツリカとが合体したもの (10-12世紀）に分類した。

なお，イスラム教関係遺跡に論及したのは本号が唯ーである。

92-109頁の著者 X.YI. クチュク＝イオアネソフ(Ky'-lyK-v!OaHeCOB,XpHCTO巾op

v!saHOBH'-1.)はモスクワのラ ーザレフスキィ東洋諸言語学院教授で，アルメニア語

を専門としていた12)。ここでは古代アルメニア語写本と碑文を扱っている。上記の

調査でアルメニア語写本類がもたらされた。サトレル村の教会に保存されていた14,

15, 16世紀にそれぞれ属する 3点の福音書写本とそこに含まれていた書き込み， 16

世紀後半のアハルツィヘの教会に残っていた福音書写本，古代アルメニア語資料と

して価値ある15世紀の写本を解説。さらに，北カフカズ西部の旧マイコ ープ郡ペ ロ

レチィンスカヤ村の古いキ リスト教会址で発見された12世紀のアルメニア語碑文を

その由来を考証しつつ述べている。

110-136頁。 B.ct>.ミッレルはクバーソ川上流現カラチャ ニヴォ ーチェルケッス

自治州へ1888年墓碑のコピー作成のため旅行した。そして，ゼレソチュク渓谷に残

るギリシア文字によるアラソ語碑文を研究し， この地方におけるキリスト教徒アラ

ソ人の都市の存在に論及している。次に，歴史博物館所蔵の北カフカス起源の人物

像等の浮彫をもつギ リ、ンア語碑文の刻まれた石柱3点を紹介している。初めの 2点

に表現された図像をオセチア人の来世信仰の表現とし13),最後の1点をそこに刻ま

れたチ ェルケス語単語から トルコ要素の混じったチェ ルケス人に帰属させている。

Bbm. IV. YBaposa, TipacKOB碑 CepreeBHa. XpHcTHaHCKHe 

rraM只THHKH. MocKBa, A. 11. MaMOHTOB, 1894. 197 CTp., 61 Ta6JI., 
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36 CM. 

著者n.c.ウヴォーロヴァについてはすでに述べた。
本号は，アブハジア，アジャリア，南西グルジアのアハルツィヘ， クタイシ南

方， リオニ）IIとその支流クヴィリラ）IIとの間のラチャ地方， トビリシ周辺の教会・

修道院 ・ 要塞 • その他建築物の調査報告である。序 (1-6頁）において著者はカフ

カズにおけるキリスト教と土着宗教との融合が教会建築や聖域に表現されており，

それが山岳民においてばかりでなく，文化的中心地にさえ見られることを指摘し，

キリスト教の土着化に関する問題を提起している。

結論 (190-197頁）では，調査した教会の建築術を 4期に区分している。つまり ，

最古期はビザソツに直接従属していた時代で，教会プランは十字形， クーポールを

有する。第 2期では古いバシリカ形にクーポールが冠せられ，破風の分離が始まっ

ている。第3期のプラソは第2期と同様だが， クーボール円蓋胴が高まり，球形ク

ーボールは円錘形に変化した。この時代の寺院は大規模だが装飾が貧弱である。年

代は10世紀末から12世紀に比定され，ビザンツからの技術援助でグルジア人が設計

している。第 4期はグルジア建築の最盛期で，東方的な植物文・編目文装飾が流行

し，装飾はしばしば過多になる。 13世紀から15世紀初頭に比定され， グルジアのオ

リジナルである。

なお，本号序文末に B.<I>.ミッレル， B.M.スィソエフ， E. 几フェリツィソ，

B. 11.、ンゾーフ， H.B.ニキーチ‘ノ， A.M.パヴリノフが行った調査ルートの地図が

付されることが約束されていたが， 目次末尾でそれらが編集上の都合で次号へ延期

される旨注されている。しかし，第14号までにこの地図はない。そのため迫跡の正

確な位置が不明なものが多い。大変残念であるが，MAKの資料的価値を著しく損

なっている。

Bhm. V. H11KOJibCK雌， M11xa皿 BaCHJibeB11cr. KJim-roo6pa3-

Hb!e Ha,1!.ITHCH 3aKaBKa3bl1. MocKBa, o. o. fep5eK, 1896. 133 
CTp., 33 Ta6JI., 36 CM. 

著者 M.B.ニコーリスキィ (1848-1917)はロシアにおけるアッシリア学の父で

ある。 1887年帝国モスクワ考古学会に東方委員会を組織し活躍した。本号のウラル

トゥ碑文のほか， ラガシュ等出土のシュメール粘土板文書を出版し，古代メソボク

ミアの社会経済史を研究した。

1893年6月20日から 9月5日， ニコ ーリスキ ィは次号の著者 A.A.イヴァノフ

スキィと共に旧ェリヴァン県とアレクサソドロボリ県（現レニナカン方面）を中心

に古代ウラルトウ碑文を確認し写真に収め，考古学的条件を考慮して研究を行った。

この調査で新たに 4点の碑文が発見された。序ではウラルトゥ史と古代メソボタミ
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『カフカズ考古学毀料』

ア史の概説とウラルトゥ碑文研究史が述べられている。調査の具体的内容は次号に

譲られ，本号では24点の碑文原文（楔形文字）・翻字 ・露訳 ・注・碑文の歴史的背景

を取り上げている。以下に本号と f.A.メリキシュヴィリ (MeJIHKHll!BHJIH)の今

日最もよく継められたウラルトゥ碑文集14)を対照する。

碑文所在地

Tall!6ypytt 

（現 UoJI邸 epT)

ApMasHp 

AparaTu 
faHJIH/1.)!(a 

Capb1KaMb1w 
(Sankam埓）
faHJIH-Tarra 

3釦rnp
（現釦ap)
Op八aKJIIO

（現巫awett)
ATaMXaH 

3axaJiy 
k虹aHbl-KHpJiaHbl

王 名

Menua 
(810-781 BC) 

” 
” Argii§ti I 
(781-760 BC) 

” 
” 
“ 
” Sarduri II 
(760-730 BC) 

” // 
” 
” 
(?) 

Rusa III 
(605-590 BC) 
Argi§ti I 
Argi§ti I 
Argi.§ti I 

Argi:¥ti I 
Argi§ti I 

Argi;!;ti I 

Sarduri II 
Sarduri II 
Rusa I 
(730-714 BC) 

本号番号 メリキシ ュヴィ リ番号

I 30 

II 31 

III 
IV 140 

IX 137 

X, XI 142 
XVII 143 

XXIV 136 

XII 165 

XIII 171 

XIV 172 

xx 166 

XXIII 
XIX 288 

VII 132 

V 133 

XXI 130 

XXII 139 
VI 131 

VIII 134 

XVI 160 

xv 161 

XVIII 266 

f.A. メリキシュヴィリはニフーリスキィの研究を「当時ザカフカズィニのウラ

ルトゥ碑文の知られたものすべての出版の点で模範であり，一連の文法的形態と語

の意味の精査においてウラルトゥ語研究を著しく前進させた」とその意義を評価

し15), ウラルトゥ考古学の指遥者である 6.6. ピオトロフスキィ cn00Tp0BCK雌）

は「彼はそれまでの不正確な碑文のコピーの修正とそれらの翻訳を付加することに

成功した。この研究は，たとえテキスト翻訳が反古に帰したとはいえ今日でもその

意義を失っていない」と述べ10)'本号のウラルトゥ碑文研究上の重要性を認めてい

る。
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Bbm. VI. l1細 OBCK雌， AJJ邸 cei1ApceH恥 B.no 3a1rnBKa3bJO ; 
apxeoJJor皿 ec皿 eHa6J1IO底 HH只 H HCCJI傾 OBaH皿 1893, 1894 H 
1896. MocKBa, A. 11. MaMOHTOB, 1911. iii, 194 cTp., 16 Ta6JJ., 
Kaprn, 36 CM. 

前号で触れた A.A.イヴァノフスキ ィ(1866-?)はモスクワ大学の歴史文学部
と物理数学部を経，同大学地理学教授とモスクワ歴史博物館人類学博物館館長とな

った。そ して， 人類学民族学方面に多数の著作を表わした。彼はモスクワ博物学人

類学民族学愛好者協会の会員でもあり，その博学ぶりは C.H.ユージャコフ(IO氷a・
KOB)編『大百科事典 (60JibWa只 9HJ..¥lil{JIOile)l⑬）』に発揮された。

本号は表題のとおり 1893,94, 96年のアルメニア地方の調査報告である。その

うち1893年は上記の M.B.ニコ ーリスキ ィと共に行ったもので，調査地域はゴクチ
ャイ（現セヴァ` ノ）湖周辺，エレヴァソ平原だった。 1894年は単独でエレヴァン平原

から現トルコ領カルス地方に向かい，古代ウラルト ゥの都市 ・要塞址を調査発掘し

た。この 2年間で前号の碑文コピーが作成された。 1896年彼はエリザヴェトボリ

（現アゼルバイジャソ共和国西部キロヴァバード市）県南部地方の石棺墓を発掘し

た。また本号全体を通じて辿跡の地理的環境が詳しく述べられている。

調査の成果は，クシュプルソ村東方 3kmのMenua王の碑文の所在地でウラル

トゥの都市を発掘したことである。 1893-94年に亘る発掘で 17戸の建築址と都市東

側の小要塞2ヶ所，近くの要塞址3ヶ所を明らかにした17)。またカルス地方のサル

カム、ンュ村とその周辺の調査で， この地方がヴァソ王国時代菫要な戦略地点であっ

たと指摘している。 1896年のエリザヴェトボリ県ケダベク村からカラ＝プラク村ま

での石棺墓調査では， w.ベルク (Belck)らが掘り残した墓91基を発掘し，各種青
銅製品，ビーズ，土器，若干の鉄製品を得た。イヴァノフスキィは石棺墓を①板石

の覆いをもち，脆い土をかぶせたもの，②周囲に石積が施されたものの 2種類に分

けた。結論として，彼は w.ベルクの主張する文化のドナウ川流域からの波及に反
対し，両者の相違を認めたが，文化の起源については今のところ不明であると結ん

だ。

6.6. ピオトロフスキィは M.B.ニコーリスキィと共に行った彼の調査を「こ

れは楔形文字専門家と考古学者とのはじめての共同作業であり，それは有益な成果

を与えた」と評価している18)0 

A C  謡m.VII. XpHcTHaHc皿 erraM只THHKH・HCCJI豆 OBaJ-IH只．．
XaxaHoBa, CB只w:.Ca八3areJioBa,r. UepeTeJIH, B. M. Cb1coeBa, 
E. 几 cJ:>eJIHI.(皿 a,H「.YI. KyJIHKOBCKoro. MocKBa, A. YI. MaMOH-
TOB, 1898. 142 CTp., 23 Ta6JI., 36 CM. 
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『カフカズ考古学毀料』

本号の著者は実際には A.C. ハハーノフ，サザゲロフ司教， r.ツェレテリ，

B.M. スィソニフの 4人で， E. 几フェリツィンと r.11. クゥリコフスキィは図版

を提供したのである。

1-68頁を担当した A.C. ハハーノフ (XaxaHOB収axaHawBH皿〕， A加 KCaHJJ.P

COJIOMOHOBH'l. 1866—1912) はグルジアの歴史・文学・言語民族学研究家である。

ラーザレフスキィ東洋諸言語学院のグルジア文学教授でグルジア語や露仏独語で研

究を発表同時に『民族学評論 (3THorpa卯叩ec1rneo6o3pe皿e)』等多くの雑誌

に協力した19)。

彼は 1892,93, 95年に東部グルジアのキリスト教関係追跡調査を行った。調査

地域は大カフカズ山脈東部南斜面のアラザニ）II上流のテラヴィ市周辺から南東シグ

ナヒ，現アゼルバイジャン共和国北西部のザカクルまでのカヘティア地方，次に，

ティフリス郡， ゴリとドゥシェティとの間のクサニ郡（クラ川左岸支流クサニ川流

域）， ゴリ西南方面 アハルツィヘ郡の諸地方で， 修道院 ・教会 ・寺具 ・碑文 ・写

木を記録した。

69-80頁は 「． サザゲロフ＝イヴェリエリ (Ca)J.3areJioa-11aeptteJIH,feopr雌．）

司教がクラ）II左岸支流アラグヴィ川右岸アナヌリに位置する城壁を有すウスペーソ

スキィ大寺院を詳細に調査した報告である20)。

81-114頁は F ツェレテリ (L(epeTeJIH, reopr皿 E佃 MOBH'l. 1842ー1900)

による西部グルジアのリオニ川左岸支流クヴィリラ川上流域の考古学調査報告であ

る。ツェレテリはイメレティアの領主ツェレテリ家出身で，ペテルプルグ大学物理

数学部を卒業後， グルジアで社会思想運動を推進した。『第一歩』『グルカソ』等の

小説で旧体制を批判し，『ドロエバ（時代）』誌の編集に加わり，『クヴァリ（まぐわ

路）』誌を主催した。また彼はグルジアの文学・考古学 ・民族学研究家でもあった。

本号では上記の地方の修道院 ・教会を調査し，碑文を対訳で発表している。

115-136頁は B.スィソニフ (CbrcoeB,BacHJIHH Mttxa釦!OBH'l.1864.-1933)の

北カフカズ西部クバーソ川上流域のキリスト教会址と墓地の調査である。彼はモス

クワ大学歴史文学部を卒業後，ニカテリノダール（現クラスノダール）で教師を務

める傍ら， 1897年クバーン地方研究愛好会を設立，≪i-13BeCTHll))を編集した。革命

後バクーに移り，1923年アゼルバイジャ｀ノ研究調査会を創設，アゼルバイジャソ古

跡保護中央局に勤務し，当地の歴史考古学を研究した。

本号では， クバーソ川上流左岸支流ボリショイ ・ゼレンチュク川流域の石棺墓・

岩陰墓 .3基の小教会址， クバーン川とテベルダ川との合流点近くのゲオルギェフ

スキィ村（現オルジョニキゼフスキィ村）近郊の堡塁・教会址• 石棺墓，さらにテ

ベルダ）II上流の教会址と石棺墓を調査発掘した。そ してこの地方の埋葬型式を11に

分類し， また教会の類例をアプハジアに求め11-12世紀に比定した。

本号最後に編集者が E.几フェリツィ｀ノと r.11.クゥリコフスキィ収集の十字
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架石 • 石柱 ・石人35点の図版を解説している 28)。

Bbm. VIII. 咋 apoBa,TipaCKOB碑 CepreeBHa. MornJibHHK 

CeBepHOro KaBI<a3a. Moc1rna, A. I1. MaMOHTOB, 1900. 381 crp., 

134 Ta6JI., KapTa, 36 CM. 

本号についてはすでに触れた。 MAK中最大のヴォリュームである。ウヴァー

ロヴァは本号の対象地域である中央カフカズ山岳地帯に1879年第5回全露考古学会

議準備委員会の調査で夫ウヴァーロフと共に訪れた。この時の収集品がウヴァーロ

フ・コ レクショソとしてモスクワ歴史博物館に収められている。

本号に記録された墓地は，オセチア南東部テーレク川からギゼリドソ川までの

タガウリアの Ko6aH,Ca皿 6a,江apraacC本文中では八epraac),Xyccap-Xa・

H八水aK,lJ:MH, Uaprra, EaJITa, lfa36eK (カズベク辿宝），その西方フィアグドソ川

沿いのクルタティアの几aJiarKay,Jla.1(3a, 且3HBrHC,Kopua, オセチア西部ルトハ

川中流域のディゴリアの3a八aJIHCK,Hapb1, XaHa3, Uax-A,ll.ar, JI113rop, 仄OHH巾ape,

KaM6JibITe, Baxa加epax,ルトハ川上流域の Hm1rn卵 PyTXa,Axcay, MaxqecK, 

Xox-CbipTa, KaJIJiaXTa, <t>acKay, foJIHaT, KaMHHTe, オセチア中南部アルドソ川

最上流域の faJIゆaH.l(ar,3apaMar, ApxoH, TJIH, さらにチェチェン山岳部とカバ

ルダ山岳部に及んでいる。

特にコバーソ文化の名のもとになったギゼリドン川左岸ヴェルフニィ ・コパー

ン村第 2テラスの墓群は当時すでに全ヨーロッパに知られていた。 1869年土地の住

民x.カヌコフ (KaHyKoa,Xa6olll)はここで若干の追物を収集し，ティフリスのカ
フカズ博物館へ持参した。 1877年 F几フィリモノフ（伽HJIHMOHOB)はモスクワで

開催される人類学展覧会の準備として当地へ赴き， これらの青銅品に注目 し発掘を

行った。この時，カズベク山直下のカズベク村でも発掘し青銅• 鉄 ・銀製品を発見

した。フィリモノフはこの結果を翌年人類学展覧会委員会議事録に掲載した。この

ニュースは全ヨーロッパに伝わり非常な関心を惹起した。 1879年第5回全露考古学

会議準備委員会は中央カフカズヘ B.6. アントノヴィチ (AHTOHOB血）を派遣した。

彼は第 2テラスで5基の石棺墓を発掘した。 1880年ティフリス在住の F.バイエル

ソやドイツ人 R.フィルホウ (Virchow)m, フラソス人 E.シャ‘ノトル (Chantre)22l

もこの地を訪れた。特にシャントルは22基の石棺墓を明らかにしている。彼らは発

掘品 ・採取品をパリのサ｀ノ ・ジェルマン博物館やウィーン自然史博物館に持帰り ，

コバーン村の名を確かなものにした。第5回全露考古学会議の結果盛り上ったカフ

カズ考古学ブームで登場した愛好家 I{.11. オリシェフスキィ (OJibllleBcK雌），且．

11. ヴィルゥボフ (B11py60B),A. B. コマロフ (KoMapoa),B. 11. ドルペジェフら

も多量の資料を収集した。中でも，ヴラジカフカズに住み現地で発掘し墓城を図面
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『カフカズ考古学資料』

に取ったオリシ ュフスキィは最大のコレクションをなした。コレクシ ョソはエルミ

タージュ博物館とモスクワ歴史博物館に所蔵されている。また， J. ド・モルガン・

(De Morgan)23lや E. ド・ジチ (DeZichy)も立寄っている。しかしながらヴェ

ルフニィ ・コバーソ村出土の考古学資料の大半は x.カヌコフ，E.ゼリホフ

（知 eJIHXOB), カバルダ領主 11.ウルスビエフ (Ypyc6殴 B) らの乱掘によるもの

である。 x.カヌコフは600基以上もの墓を発いたといわれる。こう して， ヴェルフ

ニィ・コバーソ村を代表としてオセチアの古代墓地出土品は現在モスクワ， レニソ

グラ ード， トビリ、ン，オルジォニキゼ，パリ， リヨ‘ノ， ウィーソ，ベルリ｀ノの博物

館の所蔵に帰している。ウヴァーロヴァは本号でウヴァーロフ ・コレクショ‘ノをも

とにこれらの拡散した資料を丹念に拾って記述している。

本号の評価として故 E.!1.クループノフは「n.c. ウヴァ ーロヴァはオリジナ
ルで盟富で様々な時代の北オセチアの考古学資料と諸墓群の優れた大部の出版物に

より北カフカス中央部の諸造跡の世界的知名度を確かなものにした」と述べ24), 中

世アラソ考古学の指尊者 B.A.クズネツォフ (Ky3HeU,OB)は「n.c.ウヴァ ーロ

ヴァの研究には当時の特徴である多くの不充分さが本来的にある。つまり ，発掘の

不正確な記録資料の表面的な記述と研究，しばしば正しくない編年と出土品解釈

である。にもかかわらず，その時代にとって n.c.ウヴァーロヴァの研究は疑いな
く大きな前進であり，蓄積された考古学資料の総合の最初の試みであった」と価値

を認めている25¥

ところで， 1979年 2月6日から 4月30日バリのグラソ ・パレで開催された

"Avant !es scythes: prehistoire de !'art en U. R. S.S."展覧会でオリシニフス

キィ ・コレクショソとジャ｀ノトル・コレクショ‘ノが一堂に会した。まさに， ヴェル

フニィ ・コバーソ村第2テラス発掘史を見る思いである26¥

B皿1.IX. MocKBa, A. l1. MaMOHTOB, 1904. 175 cTp., 17 Ta6JI. 

(BKJIIO'l. 4 KapTbI), 36 CM. 

本号には表題がない。当初予定されていた『クバ・ーソ地方考古学地図 新版』

は編者 E.几 フェリツィ‘ノ（中eJIHUhIH,EsreH雌且MHTpHeBH'-1. 1848—1903) の

急逝により断念本号を彼の追悼号に当てた。口絵にフェリツィンのチェルケスカ

を着た半身像を掲げている。

序文 CI-VII頁）で B.M.スィソエフがフェリツィンの略伝を述べている。彼

は1871年ティフリス陸軍士官学校を卒業後 1879年クバーン地方統計委員会書記と

なった軍官吏である。当時すでに彼は『カフカズ』『ティフリス通報 (T叫）JIHCCK雌

seCTHHK)』等にクバーソ地方関係論文を寄稿していた。 1872-92年には『クバーソ

地方痰報 (Ky6aHCKHeo6JiaCTHbie 8紅 OMOCTH)』を編集した。彼はクバーン地方
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を全方面から知るという目的で股村調査と考古学追跡の記録，統計学賓料の収集に

力を入れた。そして， クバーソ地方のほぽ全域を廻り 1882年帝国モスクワ考古学会

から『クバーソ地方考古学地図(ApxeOJIOfHtJeCKaHKaprn l{y6aHCKOH o6Jiacrn)』

を出版した。 1888年にはクルィムスカヤ村近郊のカラゴデウアジュフ (KaparoJJ.e・

yawx) クルガソを発掘，前4世紀のスキタイ王族の墓を明らかにした。 1892年テ

ィフ リスのカフカズ考古学委員会会長に就任した。こうした努力で彼はクバーソ地

方統計委員会附属考古学博物館を設立した。

本号 1-86頁はフェリツィソの追稿である。そこでは西部カフカズに見られる

ドルメソに関 しての全体的記述と型式分類を行っている。 ドルメソ分布の中心地を

マイコープ市以南で 5ヶ所， クバーソ川下流左岸地方で19ヶ所，西部カフカズ黒海

沿岸ではゲレソジィクから現ァルヒボ ＝オツポフカまでで 9ヶ所を指摘している。

彼は A.C.ウヴァ ーロフのドルメソに関する見解に基本的には賛成したが， より詳

細に 5型式23区分に分類している。編年に関しては，バゴフスカヤ村のドルメソか

ら出土したという「ローマの剣」と後3世紀のボスポロス王 RheskuporisIVの二

レク トラム製コ インにより後3世紀に比定した。次にコ ッジォフスカヤ（ペ ラヤ）II 

上流カ ーメンナモツキィ村付近），ボゴフスカヤ（グルマイ渓谷），デグアクスカヤ

（ダホフスカヤ村近郊）， ツァ ールスカヤ（現ノヴォスヴォポードナヤ村）の 4群の

ドルメソの記述と分布地図を示した。 B.M.マルコ ーヴィソ (MapKOBHH)は「E.

且． フェリツィンにおいて後2-3世紀乃至『より後の時代』という地方の諸辿跡の

年代が現れた。編年問題解決にとって明らかに資料を把握していなかった」と批判

している叫この地方のドルメソは現在では前2300-2000年のマイコープ文化に編

年されている。

89-169頁は B.M.スィソエフの1892年のザクバニエの考古学調査である。調査

はクバーン川下流左岸支流ア ビン）IIからベラヤ川までの各流域のドルメソが対象で

あった。また1896年6-7月クバーソ川上流域10ヶ所で墓群を発掘した。

170-175頁では n.c.ウヴァーロヴァがカフカズのドルメンに関しての若干の
補足を している28¥

Bbm. X. YBapOBa, TipacKoB碑 CepreeBHa. noe3.n.Ka B日wa-
BHIO, XeBcypeTmo H CB狙 eTmo. Moc1rna, 0血 ecrnopacnpocT-
paHeHH只rroJie3Hb!XKHHr, 19J4. 183, 40 CTp., 46 Ta6JI., 36 CM. 

本号 1-49頁は 1895年の調査旅行の日誌である。それによ ると 同年7月グル

ジア軍用道路を南下しアナヌ リからアラグヴィ 川左岸支流プシャフスカヤ ・アラグ

ヴィ 川に抜けティ アネティ市へ向かう。 市周辺を観察の後，北方プジャフスカヤ ・

アラグヴィ 川へ向かい，川沿いにプシャヴィア地方のシュアプホ村まで遡行した。
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ここからヘウスク Iレスカヤ ・アラグヴィ）IIに沿って北上し，ヘウスゥレティア地方

のグゥダニ村に達した。著者はここで次のように述べている。「ヘウスゥルの女性は

極めて美しい。健康で丈夫，黒髪で色浅黒く，美しい梢円形の顔と大きな輪郭，黒く

はっきりと した切長で大きな愛想のよい目を している。（中略）私の予想が正しいか

どうか知らないが，我々が別なクイプ別な特徴に気づいているようなツャティリ の

住民よりもさらにザボ ロジエのスキタイ人のタイプに近いように思われる。」(18頁）

次に大カフカズ山脈の分水硲を越え，北流するアルグン川最上流域からグルジアと

現チェチェ ノー イングシ自治共和国との国境のシャティリ村まで下った。帰路はヘ

ウスゥルスカヤ ・アラグヴィ 川上流へ引返し，東向 して峠を越えイオリ川上流域へ

出，川沿いに南下， 7月末ティフリスに到着した。このプツャヴィア地方とヘウス

ゥレティア地方でキリスト教会址 • 土着信仰の聖域 ・要塞址を記録，特に MAK第

4号で指摘したキリス ト教と土着信仰の融合した教会 ・型域を詳述している。

8月8日ティフリスからククイシヘ移動。そこからリオニ川を北上しその支流

ロジャヌリ 川を経て，ツヘニスッカリ）II上流のササツ村へ抜けた。ここがレチフゥ

ムスカヤ ・スヴァネティア地方である。そこからスヴァネティア山脈を横切り ，イ

ソグゥリ）II最上流域のヴォリナヤ ・スヴァネティア地方へ到達した。この地方には

重要な福音書写本の発見されたクヴィリクとイヴリティ (KBHpHKIf YIBJIHTH)修道

院がある（次号参照）。ここからイングゥリ 川水源地方を訪れタマラ女王の娘Iレスダ

ソの城塞を見学した。次に同河をすこし下 り， ドデ・ンキリアノフスカヤ ・スヴァネ

ティアを調査した。そ して再びスヴァネティア山脈を横断 し山脈南斜面のダディア

ノフスカヤ ・スヴァネティアを通り ，レンテヒ市からツァゲ リ， オルベ リと経てク タ

イツに帰還した。これらスヴァネティア地方の大半の村にはキリスト教会が所在し，

村々は多くの塔により防衛されている。日誌には地勢 ・風土 ・植生 ・民族誌的記述

が多く盛込まれている。この調査の結果を「教会と些域」 (50-78頁），「十字架」 (79

-90頁），「エナメル製品」 (91-100頁），「金屈性イコン」 (101-119頁），「絵画による

イコソ」 (120-124頁），その他 (125-162頁）の順に継めている。最後にスヴァネテ

ィアで得られた資料の一覧を付している。

本号巻末には頁別立で A.C.ハハーノフが「スヴァネティアの福音書写本」と

題 して， ウヴァ ーロヴァのスヴァネティア調査で発見された 8点のグルジア語訳福

音書写本と33点の他の写本，その書込み等を紹介している。

Bbm. XL Kop皿 eTcKoeesaHreJJHe. Moc1rna, r. J111ccHep 11 
八.Co6KO, 1907. xvi, 48 CTp., 50 Ta6JJ., 36 CM. 

前号スヴァネティア地方調査の中で指摘したクヴィリクとイヴ リテ ィ｛本号で

はキ リクとウ リタ(KHpHKH Ymna)}修道院で1853年!1.A. バルトロメ イ(J3apTO-
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JIOM雌）は古いギリシア語福音書写本 (CodexKoridethianus)を発見した。写本

はクタイシ近郊のゲラティ修道院にもたらされ， 1901年にはティフリスのツオニ古

物収蔵館に移管された。 1904年その研究と出版が決定され， H.E.ニウセエフ (EB・

ceea, YI邸 HEaceesHtJ.)が担当し H.フォン・ゾーデン (VonSoden, Hermann. 

1852-1914)が本号のために独語序文を書いた。

フォン ・ゾーデ‘ノはテュ ービンゲ‘ノ大学に学び， 1893年ベルリ｀ノ大学新約学教

授となった。聖書神学者で新約テキスト批評家，またベルリソのエルサレム教会牧

師をも勤めた。彼の研究は新約聖書の写本を収集し，福音書，使徒行伝・書簡，新

約聖書全体という分類を作り独自の番号を与えた2Dl。彼は DieSchriften des 

Neuen Testaments in ihrer alteste erreichbaren Textgestalt, Bd. 1-2. Ber-

Jin, 1902—1913. でこの CodexKoridethianusに05という番号を与えている。本

号序文 (VII-XVI頁）では CodexBezae Cantabrigiensis (フォソゾーデンの番

号 /j5; 現D)と1890年 H.C.ホスキア (Hoskier)により発表されたテキスト（フ

ォソ・ゾーデソの番号 133)とこの写本（現6) とを比較しこれらの親縁関係を実

証，後300年頃小アジアのカニサリアでパムビオスとェウセビオスが編集した原初

的形態をより正しく伝えるテキストに近いものであると結論している。

1-48頁では M.E.ェウセエフがこの写本を詳説し， CodexBezae Cantabrig-

iensisとの比較を四福音書全体に渡って行っている。写本は羊皮紙249葉， 28行2

段組，寸法29x 24cm, マタイ伝の最初の部分が欠け，マルコ，ルカ，ヨハネの各伝

の前に目次と図が挿入されている。 50枚の図版は写本中最も古い (6世紀）西方系

統のマルコ伝全文と目次である。他 3福音書は東方系統に属しその後の時代に比定

されている30¥

B皿 XII. TaKa血IBHJIH31)'EB伽HHt'1CeMeHoB皿 XpHCTHa-

HCKHe rraM只THHKH; 3KCKypcH5I E. TaK謡WBHJIH1902 r. Moc1rna, 

f. JlHCCHep H八.Co6Ko, 1909. xii, 162 CTp., 25 Ta6JI., 36 CM. 

E. C. タカイツュヴィリ (1863-1953)はグルジア埋蔵文化財研究の父である。

1887年ペテルプルグ大学歴史文学部を卒業後グルジアでギムナジウム教師を勤め

る傍ら，1889年アルマズ＝ツィヘの名で知られるムツヘクの古代都市，1894年青銅

器時代後期からウラルトウ時代のヴォルナクスキィ墓地，西部グルジアのヴァニ32),

1896年ゴリ近郊のスクラとトリアレティ ，1902年古代都市サラパニス近くのボリ，

1908年有名なアハルツィヘ遣宝とアハルカラキ等を調査発掘した。1901年には帝国

モスクワ考古学会カフカズ支部創設に加わり，後にはトビリシ大学に考古学講座を

開設した。 1921年彼は学問的目的と政治的理由でパリヘ亡命，第2次大戦終了後の

1945年帰国して， トビリ、ン大学のグルジア史謡座の教授に就任した。彼はグルジア
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露仏英語で300点近い論文を発表した33¥

前書き (V-XII頁）によれば1902年 7月の調査地域はグルジア西南部アハルツ

ィヘとアハルカラキ地方，現トルコ領カルス地方北部のグルジア国境近くのチィル

ト° ィル湖周辺とその西方アルダハン（露 Ap,naraH. トルコ語 Ardahan) 地区であ

り，そこのキリスト教会址・要塞址の調査を目的とした。

3-17頁ではアハルツィヘ地区13ヶ所の修道院 ・教会 ・要塞址を調査．教会壁
のレリーフや碑文を挙げている。

18-44頁ではアハルカラキ郡の同様な調査を報告している。中でもアハルカラ

キ南西12kmに位置するクゥムゥド・カテドラルはその壁に残された多数の碑文によ

り重要である。教会は 964年アプハジア王レオ‘ノ皿世代に主教イオアンにより創建
された。主教は当地出身でイェルサレムとシナイヘ旅し， 981年の記録に言及され

ている。 11世紀バグラト Nの母マリア王妃は土地の人ゾシムの協力で教会南側に別
棟を増築した。ゾシム自身はイェルサレム近郊の十字架修道院に残るその時代の写

本『エジプト人聖マカリオスの教書』に言及されている。 14世紀初頭別のゾシムが

教会を修復し今日に伝えた。

45-68頁ではカルス地方チィルドィル湖周辺の教会15ヶ所が記録されている。

69-79頁はアルダハン地区の記述である。

80-117頁はその西方オリティ地区の教会址について語る。ここで特に重要なの

はバナ教会址である。タカイシュヴィリはこの教会を1902年，1907年の 2度調査を
行い， 1907年には A.H.カリティ‘ノが平面図と復元図を作成し直した。バナ教会
はプラソ円形で34), アルメニアのニチミアジソの壁グリゴル教会（ズヴァルトノ

ツ教会），総主教ネルセス皿の教会35', アニのガギク教会に類似している。様式的

にはビザンツ式だが新しい要素の加わったもので，その起源をアジャリアのチォロ

フ川流域にネルセス主教（後，総主教）が建造したイシュハソ教会に求めている。

彼はバナ教会を 10-11世紀に比定している。これに対し，r.チュビナシュヴィリ
（屯y6HHaWBHJJH)は7世紀に比定した36)。

117-132頁はビザンツ皇帝ロマノフ・アルギロスの姪，バグラト N(1027-
1072)に降嫁したエレーナがグルジアに持参したキリストのイコソをめぐる問題を
扱っている。この問題解決のために，ニレーナに同伴した懺悔聴問僧ガルセヴァ ニ

ジュヴィリに起源するガルセヴァニシュヴィリ家の歴史を綴った1717-18年ヴァフ

クンギVI乃至司祭長イアセ ・ガルセヴァニシュヴィリによる法令全文を原文と露訳
を付けて引用している。結論として，問題となった今に伝わるイコソは15世紀頃か

らエレーナに由来するという伝説に包まれていったものである。

132-162頁ではゼモ＝チャラ教会に保管されているヴァフクソギVIの娘アヌカ
皇女の婚資の一部を紹介している。
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Bhm. XIII. MocKBa, r. JI11crnep H且.Co6Ko, 1916. v, 234 
CTp., 40 Ta6JI., 36 CM. 

本号には表題がない。 「編集部より 」を見ると，本号が1907-08年 B.M.スィソ

エフがアルメニアで行った調査資料をもとにn.c.ウヴァーロヴァと x.11. クチ ュ
ク＝イオアネソフにより編集された旨が述べられている。そして， 1907年の調査 (1-

72頁）， 1908年の調査 (73-196頁），碑文索引 (199-243頁）の 3部構成となってい

る。なお，アルメニア語碑文は x.11. クチュク＝イオアネソフが担当した。

1907年の調査地域は旧エリヴァソ県東部のガルニチ ャイ（現アザト）川中上流

地方である。特にガルニチャイ 川右岸支流上流域のアイリヴァソク修道院とガルニ

チ i• イ川右岸のガルニ村周辺の教会・修道院址の調査が主であった。アイリヴァン

ク（ケガルト）修道院はガルニチャイ川右岸支流の渓谷北斜面に位個する。修道院

全体のプラ｀ノは方形で，南 ・東側に石壁を有し，北側は岩壁である。修道院には 6

基の大建築と10基の小建築が営まれている。そのうち 2基の大建築（堅グルゴル教

会と｛沿房）のみが地上に現れ，他すべては岩壁内深くに掘り込まれている。岩壁内

の建造物は，聖母教会，ハフパク家のバサクの息子プロツュ侯が造営した僧房，その

上罹を占めるプロツュの息子パバクとその妻ルゥズゥカソにより建立された大僧房

および 5ヶ所の小礼拝堂である。また，修道院門前には聖グリゴル礼拝堂がある。

アイリヴァソク修道院とその外側の聖グリゴル礼拝堂とに残る碑文は全部で 115,

うち65は解読されている。最古のものは聖グリゴル教会南側外壁の1156年の碑文と

聖グリゴル礼拝堂の 12-13世紀初頭のものである。これらから判明する修道院の歴

史は， 1215年隠者パルセフが主要な建物を造営し，1283年プロシュが僧房を開き，

1288年息子パバクが岩壁内上層に大僧房を増築した。修道院最盛期の13世紀はムハ

ルグルゼリゼ家のサルギス，ザハレ，アタベギ＝イ ヴァネ 3兄弟が活躍した時代で，

プロシュはこのムハルグルゼリゼ家の土地管理人であった。

ガルニ村東方3kmに位置するアメナ＝プルイチ（救世主）教会とアフチョツ＝ヴ

ァンク修道院は大部分が13世紀に創建された。アイリヴァソク修道院の南 7血のイ

リヴジャ村から東方2kmの山の南斜面の型ステパノス修道院は1212年上記のイヴァ

ネが息子アバカの健康を祈り造営，1217年アベル師が完成させたものである。

1908年の調査はエレヴァソ南方40kmのアラクス川左岸のホル＝ヴィラプ修道院

(17世紀）と，アラクス川左岸支流アルパチャイ川中上流とその支流アラゲスチャイ

（現エヘギス）川流域の修道院 ・教会址を記録した。アイサスゥ村の 3教会と僧房か

らなる建築複合体は13-14世紀オルベリャン家のタルサイチとその息子スィウニク

の総主教ステバノスの時代と， 16-17世紀アルメニア全体が活気を取戻した時期に

繁栄した。また，ホシャ＝ヴァソク修道院はバグラティド王朝のアニ王ガギクJI代

(11世紀前半）にヴァルディク師が創建した。ここの聖ヨハネ教会，聖オヴァネス教
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会，聖母教会はアルメニア美術史上重要である。

アルパチャイ川中流アマ グゥ村から L5kmに位置するノラヴァソク修道院は地

方史資料として極めて重要である。修道院は塀に囲まれ，北壁近くの洗礼者ヨハネ

教会 ・大僧房 ・スムバト王廟，東壁近くの 2層造りの第 2教会からなり ，さらに修

道院の外側東方に小礼拝堂があった。修道院全体で85以上の碑文が認められた。

1221年オルペリャ｀ノ家のリバリト V[が洗礼者ヨハネ教会を創建， 1261年息子スムバ

トが修復した。建築史上興味深い僧房にはオルベリャ‘ノ家代々の墓碑が並び史料的

価値が高い。洗礼者ヨハネ教会北側のスムバト王廟は兄スムバト侯 (-1273)のため

にタルサイチにより 1275年建立された。第2教会はタルサイチの孫プゥルテルとそ

の要ヴァハフ，彼らの子ベシケソとイヴァネにより 1339年建設された。小礼拝堂は

クルサイチの治世 (13世紀末）に主教サルギスが建造したものである。ノラヴァソ

ク修道院はオルベリャソ家の繁栄Ji)のもとで栄えた 13-14世紀のアルメニア芸術の

代表である。

巻末の碑文に対する人名 ・地名 ・編年索引と年号のない碑文索引その他は本号

にアルメニア語碑文集38)としての役割を付加している。

Bbm. XIV. A.llbIWCKOe e碑 HreJ111e. 200巾OTOTHTIO'leCKHX
Ta6JIHU: 11 npe八HCJIOBHeE. C. Ta1<atiwB11J111. Moc1rna, r. J111ccHep 
H几 Co6Ko,1916. 24 CTp., 200 Ta6JI., 36 CM. 

MAKの最終号となった本号はスヴァネティア地方に保存されていたグルジア

語訳四福音書写本中最も重要なアドィツィ福音書の写真版復刻である。

MAK第10号の n.c. ウヴァーロヴァのスヴァネティア地方の調査で彼女は
1895年8月6日（釦暦）ヴォ リナヤ ・スヴァネティネティアのアドィ、ン＝チャラ川の

渓谷に位置するアドィツィ村を訪問した39)。村の救世主教会にこの福音書写本が保

存されており ，ウヴァ ーロヴァはその一部を写真撮影し第10号で写真と共に略述し

た40)。A.C. ハハーノフは同号の「スヴァネティアの福音書写本」と題する附録の

冒頭で，ス ヴァネティア地方で最も重要な福音書写本と してこれをより詳細に論じ

た41)。彼はそこで本福音書の由来と書誌的記述，特に奥付けを翻刻し，写本年次を

897年と同定したが，そこに見られるグルジア紀元と世界開開紀元による年次の不

一致を指摘した。しかしながら，予定されていた全巻刊行を見ることなく彼は1912

年病没した。

ハハーノフとは別に E.C.クカイジュヴィ リは MAK第10号出版の直前，写本

の最初の発見者であるアドィシィ村の教会管区長ヴィッサリオ‘ノ・ニジァラゼ(BHC・

cap110H HmKapa八3e42l)の長年反古同然になっていた写本その他に関する論文を

『モアムペ (MoaM命）』誌第9号へ掲載するよう指示した。さらに1910年夏スヴァ
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ネティア調査の際全巻を写真に収めていた。そして，ハハーノフ亡き後福音書写本

の研究を引継ぎ本号の刊行を進めたのである。

アドィツィ福音書は38x 32cm, 393葉43), 羊皮紙に 2段組17行，文字は黒色イ

ソクで大きく書かれたグルジア教会文字，数箇所に朱が入れられている。皮表紙表

面には銀製透彫りの十字架が取付けられ，裏面は銀製釘で装飾されているが，これ

は奥付けで言及される補祭ミカニルになる装禎ではない。後代今日に伝わる装禎が

行われるに際し綴じ直されている。

巻頭には， 9世紀当時の教会建築のプラ｀ノを表わす十字形とその四隅に 4人の

福音者の半身像が描かれている。第 2葉表面には福音を綴るマルコ座像，同葉裏面

にはルカとヨハネの立像がある。ルカは有髭， ヨハネは髭のない若者で特徴的であ

る。第3-5葉に 5つの対観表が表わされ， そのアーチはコリント式の柱頭 ・柱座

を共なう柱で支えられている。第5葉裏面は最古の形式の祭壇をもつ4柱で支えら

れた教会堂を表現する。

各福音伝の欠落章・行はマタイ伝では IV,25 ; V, 4-12, 16ー20, マルコ伝で

は XIV,71, 72 ; XV, 1—18, 19初め； XVI, 9ー20,ルカ伝では VI,41-49; XIX, 

9-14; XX, 36-43; XXI, 28—38 ; XXII, 1-15, ヨハネ伝では VII,53; VIII, 1-

1244)である。

ヨハネ伝末尾の第386葉裏面にマルコ伝 XIV,33—37 が朱書され， しかもそこで

は「福音書」がギリシア語からの借用語 [J3.i.63a史~oU となり，通常のグルジ

ア語 b-,bふo~., ではない。また，テキストも本文の同箇所と一致せず注目に価
する。この書込みの下から写本自体の奥付けが始まるのであるが，最初の教会文字小

文字の26行の書込みは後代のもので，本来の奥付けを削り取りその上に書いたもの

である。写本の際の奥付けはしかしながら復元されえる。奥付けは 2人の手になり，

初めが写字生である補祭ミカニル，後が写本の依頼者であるソフロソのものである。

前述したハハーノフの問題提起に関しクカイシュヴィリはその解決を行ってい

る。つまり，ハハーノフがミカエルの奥付で読んだI!'IC世界開雌紀元6800年）は

}! cp C同紀元6500年）と読むべきで，その後に Eが続いていたのである（同紀元
6501年）。グルジアでは世界開闘からキリスト生誕までを 5604年としていることか

ら6501-5604=897年となり ， ミカエルの奥付のコロニコソ897年と一致するので

ある。

アドィシィ福音書はチォロフ川沿岸のシャトベルディ修道院で897年第3代院

長ソフロンの命で補祭ミカエルが籠写した。後代の奥付けによれば，多分14世紀後

半オスマン＝トルコの勢力が同地方に及ぶに際し，バッーミ地方クラルジェティ出

身のジゥマティ修道院院長ニコライにより北のグリア地方へ移され，その後，なん

らかの理由でスヴァネティアのアドィシィ村へ達したのである。
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IV おわりに

帝国モスクワ考古学会が行ったカフカズ調査の地域はクバーン川流域，北西カ

フカズ黒海沿岸部，中央カフルズ，アプハジア，南オセチアを除くグルジア全域，

アジャ リア，中部アルメニア．現トルコ領北東部，アゼルバイジャンの一部に及ぶ。

これらの地域はほぽ共通してキリスト教文化の洗礼を受けたことがある。カフカズ

の残りの地域も当時調査が開始されていた。そして今日，カフカズ全域が隈なく調

査され幣しい報告書が大都市ばかりでなく地方都市からも出版されている。

今日 MAKの多くの部分は修正され，さらに多くの資料の蓄積が個々の著者の

考察を深めている。従って， これまで紹介した内容がそのまま現代に通じるもので

はない。しかし，MAKが有する先駆性は否定することができず，今日のカフカズ

考古学の盛況ぶりも実はそれに基づくところ大と言うことができよう。

本稿がカフカズの古代文化の理解に少しでも寄与できれば幸いである。

(1980年 2月11日第一稲，1980年 5月18日改稿）

注

1) 角田文衛「ウワ・ーロフ伯夫妻と露西亜考古学」『増補古代北方文化の研究』

新時代社 1971. 9 p. 301-316。同氏「ヨーロッパ」『世界考古学事典下』

平凡社 1972.2 p. 1466。

2) 会議は第 1回（モスクワ， 1867)から第15回（ノヴゴロド， 1911)まで行

われ， ≪Tpy.llblapxeoJJOrH'-!ec1rnx c訳 3,ll,OB≫,T. 1—37 (1871-1916)を

発表した。

3) KpynHOB, E. 11. 八peBH只月 11crop1rn CeaepHoro KaaKa3a. MocKaa, 

1960. crp. 30. 

4) コスタ・ヘクグロフ著，加藤九詐訳・解説 「『オーソバ』ーオセチア人の

民族学的概説一」『国立民族学博物館研究報告』 vol.2, No. 4. 1977. 12 p. 

829—830 に言及がある。なお， ≪Ocer11HcK11e 3TJO八bl≫のオセチア語文

法の部分は M11JJJ1ep,B. 513bIK ocer11H. MocKaa-JieH11Hrpan, 1962. と

して復刻されている。

5) MHJJJJep, B. TaM >Ke. crp. 1—8 (Or pe邸 KropaB. A6aeaa). なお，本稿

で述べる伝記事項は次の参考書に基づいた。60JJblll邸 coaercKa月 3Hl{I!-

KJJone八HH,1 H3,lJ,., r. 1-65. Moc1rna, 1926-47; To)lce, 2 H3,lJ,., r. 1-52. 

MocKaa, 1949-60; To)Ke, 3 113,lJ,., r. 1—30. MoCKaa, 1970—78; 60JJblll紐

3Hl{l!KJJOile,ll,l!H, no八pe八.C.H. 印氷aKoaa,r.1—22. Camcr-ITerep6ypr, 

1904-09; Coaerc1rnn Hcrop皿 ecKa只3Hl{IIKJJOne八H只， r.1—16. MOCKBa, 

1961-1976. 

6) KpynHOB, E. 11. Cpe八HeBeKOB8H11HryllleTl!51. MocKBa, 1971. crp. 

106, np11Me'laH血 106.
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7) My〉Kyxoes,M. B. XpaM AJ16tt-EpJ1.bI. CoseTCKa只apxeoJJorHH,1979, 

No. 1. CTp. 275ー280.

8) CM.: KpyrrHOB, E. vi. CpeJ1.Hese1rnsa51 v!Hrywern月. CTp. 74. 
9) KpyrrHOB, E. vi. .LlpesH汀51HCTOp⑬ CesepHoro KasKa3a. CTp. 32. 

10) CM.: MapKOBHH, B. vi. .LloJJbMeHbI 3arraJ1.Horo KasKa3a. MocKsa, 
1978. CTp. 6. 

11) vi. T. KpyrnHKOBaは古代ボスポロス王国の都市ゴルギッヒ゜アの参考文献

として挙げている。 KpyrnJJHKosa,vi. T. CHHJl.CKaH ra腿 Hb,foprHIIITHH, 
AHarra. Moc1rna, 1977. CTp. 86. 

12) MAI(, Bblfl. 13. CTp. 1. 

13) CM. : l1ecceH, A. A. ApxeoJ1ornqec1rne rraM月THHKHKa6apJ1.HHo-BaJ1-
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H HCCJI虹 osaHHHno apxeoJJOrHH CCCP, No. 3. Moc1rna-JleHHHrpaJ1., 

1941. Ta6JJ. IX, X. 

14) MenHKHWBHJIH, r. A. YpapTCime I{J1HH006pa3Hhle Ha八暉 CH.Moc1rna, 
1960. 

15) TaM水e.CTp. 26. 

16) DHOTpOBCK雌 ，B.B. BaHCKoe uapcTBo. Moc1rna, 1959. cTp. 13. 

17) この中には faHJJH-TarraCアルメニア語では Apm1-6epJ1.) 丘が含まれて
いる。 1950年 K.JI. OraHec月Hが保存工事を開始，翌年カルミル＝ブルゥ

ル調査隊が工事を継続した。 CM.: Jlocesa, vi. M. PacKOITKH UHTa瓜eJJH

YpapTCKoro ropoJ1.a l1prrym1. KpaTKHe coo6memrn vlHcrnTyrn 

HCTOpHH MaTepH8JlhH0I1 KYJlhTYPbl, Bblfl. 58. 1955. CTp. 45-52. 

18) n110TposcKHH, B. B. YKa3. co'!., CTp. 13. 

19) M. O. コスヴェ ノ`は彼の民族学研究を高く評価している。 CM. : KocseH, 

M. o. MaTepHaJJbl no HCTOp!rn 3THOrpa伽味CKOrOH3y'leHHH l<aBKa3a 
B pyccKO材HayKe,q. III. I<asKa3CK雌 3THOrpa卯I'leCK雌 c6opHHK,T. 
III. Mornsa, 1962. CTp. 195. 

20) CM.: 3a1rnpa月， D.D. cJ:>opTHかHK8UHOHHble coopy碑 HH51 且I肛 a-
lfapTJJH. KpaTime coo6且爬Hl!H vlHCTHTyTa llCTOpHll MaTep11aJ1bHOI1 

KYJJbTYPbI, Bblfl. XLVI. 1952. CTp. 127ー128; pHC. 41, 42. 

21) Virchow, R. Das Graberfeld von Koban im Lande der Osseten. 

Berlin, 1883. 

22) Chantre, E. Recherches antropologiques dans le Caucase, t. I-IV. 

Paris-Lyon, 1885—1887. 
23) De Morgan, J. Mission scientifiques au Caucase. Etudes archeolo・
giques et historiques, t. I, II. Paris, 1889. 

24) KpyrrHOB, E. 11. .LlpeBHH月l!CTOp皿 CesepHoroKasK邸 a.CTp. 30—31. 
25) Ky3Heuos, B. A. AJ1aHcK11e rrJJeMeHa CesepHoro KasKa3a. MaTepHa-

Jib! II l!CCJIは OB8H卵 noapxeoJJor皿 CCCP,No. 106. MoCKsa, 1962. 

CTp. 8. 

26) Avant Jes scythes: prehistoire de !'art en U. R. S.S. (catalogue). 
Paris, 1979. 

27) MapKOBHH, B. 11. Y邸 3.co叫 CTp.6. 
28) 当時ドルメンはザカフ カズィ＝では発見されていなかったためウヴァ ーロ

- 54-



『カフカズ考古学沢料』

ヴァはその存在を否定していた。 しかし今日ではアプハジアでも発見され

ている。 MapKOBHH,8. vi. TaM ll<e. CTp. 6-8. なお 8.vi. マルコ ーヴィ

ソのこの研究は本号を基本資料の一つと している。

29) 『キリスト教大事典』教文館昭和36.6. p. 668; New Catholic en-

cyclopedia, vol. XIII. Washington D. C., 1967. p. 411. 

30) The new encyclopぉdia Britannica, 15th ed., macropぉdiavol. 2. 

Chicago, 1974. p. 943—944. 

31) 第12号本文表紙では TOK揺 WBHJIHであり ，序文末尾では TaKaHllJBHJIH

となっている。恐らく 前者は誤植であろう。

32) JIOpJJ.KHnaHHJJ.3e, o. BaHCKOe ropOJJ.Hlll,e (Pac1<0mrn, I1CTop皿，
npo6JieMbr). Ba皿 I;apxeoJior皿 ecKHepaCKomrn 1947ー1969.T6H-

JIHCH, 1972. CTp. 44; XowTapHa, H. 8. v!crnpwn apxeoJior耶 ecrrnro

H3ytJeHHH BattH. TaM ll<e. CTp. 84—86 (Ha rpy3HH. 513b!Ke). 

33) JIOMTaTHJJ.3e, r. A. EB仰M雌 CeMettos卵 TarrnlillJBHJIH. Co聡 TCKaH
apxeoJiornn, 1964, No. 3. CTp. 165-169. 

34) CM. : AMHpattallJB町!JIH,ill. 5f. I1CTOpH月 rpy3HHCKOroHCKyccTBa, T. 

I. Mocrrna, 1950. CTp. 150-153; Ta6JI. 2, 46—50. 

35) CM. : ApyTrOHHH, B. M. 3'1MHaJJ.3HH. Epesatt, 1978. CTp. 30—32; 

Burney, C. and Lang, D. M. The peoples of the hills: ancient 

Ararat and Caucasus. London, 1971. p. 256-257. 

36) Tschubinaschwili, Georg. Georgia, art of. Encyclopedia of world 

art, vol. VI. New York, 1962. col. 141; fig. 143 a ; pl. 113. ; CM. : 

AMHpaHallJBHJIH, ill. 5I. YKa3. CO'!., CTp. 151-153; 1967年 8月8-27日

クオ地方を調査した N.und D. Gutschow はバナ教会の創建に関して

「教会はクヴィリケ主教の時代にアダルナセill(881-923)の命令で建立さ

れた」と述べている。 Gutschow, N. und D. Kirchen in Tao-Klardje-

thien in der nordostlichen Tiirkei. Archaeologische Mitteillungen 

aus Iran, Neue Folge Bd. 4. Berlin, 1971. S. 240. しかし，本稿の箪

者はこの史料を寡聞にして知らない。また，N. und D. Gutschowは最

近のバナ教会址及びタオ地方の他の教会址の写真を掲載している (Taf.

41-45)。
37) 13-14世紀のオルベリャソ家の歴史については， 北川誠一「モンゴル帝国

の北西イラソ支配とオルベリヤン家の台頭」『北海道大学文学部紀要』 26-

2 昭和53.3. p. 51-112が詳しい。本号のリバリトWは北川氏の「スィウ

ニクーオルベリヤソ家系図」（同上 p.111)の LiparitIである。またス

ムバトの没年に関しては， F. Justi. Iranisches Namenbuch. Marburg, 

1895 (Repr. Hildesheim, 1963). S. 446の Orpelier家系図では1263年

乃至1273年となっていたが， 北川氏は上記論文で1272年であることを実証

されている (p.70)。

38) 北川誠一 「13-15世紀のアルメニア語史料」『史朋』第6号 1977. 4. p. 

12-14参照。

39) MAK, Bb!n. X. CTp. 38. ここでは AJJ.Hl皿となっている。

40) TaM)Ke. CTp. 77, 148—149, 174. 

41) TaM)Ke. 後付け CTp.1-9. 

42) TaM)Ke. 後付け CTp.1では HH)KepaJJ.的となっている。

- 55 -



43) TaM)Ke. 後付け CTp.1では 394葉。

44) ヨハネ伝珊， 1-12はグルジア語訳福音書ではギオルギ ・ムタツミンデリ

(-1160)がギリシア語福音書に基づいて再校訂するまで欠如していた。

付記 ：本稿執筆中次の文献の存在を知った。

l1MnepaTopc1rne MocKOBCKoe apxeoJior皿 ecKoeo6mecTso s nepsoe 

nHTH.11.ecHTHJieTHe ero cymecrnosattHH (1864—1914 rr.), T. 2. 6Horpa-
中四eCKHHCJIOBapb叩爬HOB06mecrna. Mornsa, 1915. 

しかし，本稿では参照することができなかった。
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